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（不開示の「壁」にとう迫るかJ

情
報
公
開
法
の
規
定

行
政
機
関
は
、
そ
の
活
動
の
過
程
で
、
個
人
に
関

す
る
情
報
を
大
量
に
「
作
成
」
「
取
得
」
し
、
「
行
政

文
書
」
と
し
て
「
保
有
」
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
個

人
情
報
も
ま
た
、
政
府
（
行
政
機
関
）
が
自
ら
の
「
諸

活
動
を
国
民
に
説
明
す
る
責
務
」
（
一
条
）
の
対
象
で

あ
る
。
し
か
し
、
個
人
情
報
を
何
人
に
も
開
示
し
て

い
る
と
、
当
然
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
お
そ
れ
も

あ
る
。
「
行
政
文
書
」
の
う
ち
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ

た
部
分
は
、
情
報
公
開
の
要
請
（
政
府
の
説
明
責
任
）

と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
要
請
と
の
間
で
板
挟
み

に
あ
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
情
報
公
開
制
度
の
立

法
者
に
は
、
ふ
た
つ
の
要
請
を
衡
量
し
、
行
政
機
関

に
開
示
義
務
が
課
さ
れ
る
べ
き
個
人
情
報
と
そ
う
で

な
い
個
人
情
報
と
を
仕
分
け
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
後
者
が
、
不
開
示
事
由
と
し
て
の
個
人
情
報

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

不
開
示
事
由
と
し
て
の
個
人
情
報
の
定
め
方
に
は
、

神
戸
大
学
教
授

一
般
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
型
と
個
人
識
別
型
が
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
個
人
の
思
想
、
宗
教
、
身
体
的
特
徴
、

健
康
状
態
な
ど
、
「
通
常
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と

••••••• 

認
め
ら
れ
る
も
の
」
に
は
開
示
義
務
が
な
い
（
な
い

し
、
開
か
し
て
は
な
ら
な
い
）
と
す
る
規
定
を
置
く

の
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
型
で
あ
る
。
大
阪
府
条
例
や

兵
庫
県
条
例
が
そ
の
例
で
あ
る
。
他
方
、

0
0
さ
ん

に
関
す
る
も
の
と
特
定
で
き
る
情
報
、
つ
ま
り
個
人

．．．．．．． 

を
識
別
で
き
る
情
報
で
あ
る
限
り
開
示
義
務
は
な
い

と
い
う
規
定
を
お
き
つ
つ
、
「
た
だ
し
」
と
し
て
、
開

示
義
務
の
あ
る
個
人
情
報
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
い
く
つ
か

列
挙
す
る
方
法
が
、
個
人
識
別
型
で
あ
る
。
神
奈
川

県
条
例
や
東
京
都
条
例
な
ど
、
多
く
の
情
報
公
開
条

．．．． 

例
が
こ
の
方
式
を
取
っ
て
い
る
。
（
な
お
、
開
示
義
務

(
1
)
 

が
な
い
こ
と
の
意
味
に
は
、
注
意
を
要
す
る
）
。

情
報
公
開
法
は
、
基
本
的
に
個
人
識
別
型
を
採
用

し
て
い
る
。
し
か
し
「
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
な
お

個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
情
報

を
、
個
人
識
別
性
の
あ
る
情
報
と
並
ん
で
、
開
示
義

個
人
情
報

本
当
に
守
る
べ
き
フ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

中
川
丈
久

務
が
な
い
個
人
情
報
と
定
め
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
個
人
識
別
性
の
な
い
個
人
に
関
す
る
情
報
の
取

扱
い
は
、
か
ね
て
よ
り
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
情
報
公

開
法
は
こ
れ
も
不
開
示
と
す
る
余
地
を
明
示
し
た
点

で
注
目
さ
れ
る
。
情
報
公
開
法
の
起
草
母
胎
た
る
行

政
改
革
委
員
会
（
情
報
公
開
部
会
）
の
情
報
公
開
法

要
綱
案
（
一
九
九
六
年
）
は
、
そ
の
「
考
え
方
L

で、

カ
ル
テ
や
反
省
文
の
ほ
か
、
個
人
の
未
公
表
論
文
・

研
究
計
画
等
の
う
ち
一
定
の
も
の
を
、
識
別
性
が
な

く
と
も
個
人
情
報
と
し
て
不
開
示
と
す
べ
き
情
報
の

例
と
し
て
挙
げ
て
い
（
い
。

そ
の
う
え
で
情
報
公
開
法
は
、
た
だ
し
書
で
イ
ロ

ハ
三
つ
の
個
人
情
報
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
開
示
義
務
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
書
は
、
原
則
に
対
す
る
例

外
を
限
定
列
挙
し
た
も
の
と
い
う
の
が
通
常
の
解
釈

作
法
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
イ
ロ
ハ
は
、
限
定
列
挙
と

解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
報
公
開
法
の
規
定
に
つ
い
て
、
情

報
公
開
条
例
と
対
比
さ
せ
つ
つ
、
三
点
ほ
ど
論
じ
て

お
こ
う
。

漿
羹
頸
の
あ
る
徊
＾
情
輝
の
蕊
嘩
（
一
）

1だ
し
書
の
軍
冨

情
報
公
開
法
五
条
一
号
た
だ
し
書
き
の
う
ち
、
イ

や
口
と
同
内
容
の
個
人
情
報
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
ど
の

情
報
公
開
条
例
で
も
（
個
人
識
別
型
・
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
型
を
問
わ
ず
）
、
開
示
義
務
あ
る
個
人
情
報
と
し
て

•• 

予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
イ
も
口
も
、
情
報

••••••••• 
公
開
と
は
別
の
理
由
で
、
す
で
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
要
請
が
大
き
く
後
退
さ
せ
ら
れ
て
い
る
個
人
情

報
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
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特集■使いこなそう．／情報公開法

め
、
情
報
公
開
制
度
上
も
開
示
義
務
が
あ
っ
て
当
然

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

．
．
．
．
．
．
 

イ
は
、
法
令
や
慣
行
上
「
公
に
さ
れ
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
情
報
」
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
商
業

登
記
簿
（
法
人
の
役
員
等
）
は
商
業
登
記
法
一

0
条

に
よ
り
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
そ
こ
に

記
載
さ
れ
た
の
と
同
内
容
の
個
人
情
報
は
、
イ
に
該

当
す
る
。
ま
た
、
中
央
省
庁
の
課
長
相
当
職
以
上
の

者
の
職
や
氏
名
、
さ
ら
に
叙
勲
者
は
、
新
聞
等
で
公

に
さ
れ
る
慣
行

．．
 
ーO●
●
●
‘
「
次
畜
●
健
譴
．
生

活
又
は
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
公
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報
」
（
傍
点
は
筆
者
）

で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
薬
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

必
要
な
個
人
医
療
デ
ー
タ
が
該
当
す
る
。

で
は
、
立
法
者
が
正
面
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
と
、
情
報
公
開
の
目
的
（
政
府
の
説
明
責
任
）

と
を
衡
量
し
、
あ
え
て
後
者
を
優
先
さ
せ
た
結
果
、

開
示
義
務
が
生
じ
る
個
人
情
報
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
存
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

情
報
公
開
法
五
条
一
号
の
た
だ
し
書
ハ
は
、
立
法

者
が
こ
の
よ
う
な
衡
量
判
断
を
し
た
成
果
で
あ
る
点

で
、
注
目
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
個
人
情
報
の
な
か
に
は
、
人
の
対
外

的
、
社
会
的
な
活
動
に
関
す
る
情
報
が
あ
る
。
た
と

え
ば
、
国
家
公
務
員
A
が
、
地
方
公
務
員
B
と
、
あ

る
店
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
と
い
う
情
報
は
、
「
A
が、

0
月
X
日
△
時
に

D
と
い
う
店
に
、

B
と
居
た
」
と

い
う
個
人
の
行
動
記
録
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
あ
る
地

方
公
共
団
体
が
、
職
員
B
を
使
っ
て
、
国
の
職
員
A

と
話
を
さ
せ
た
」
と
い
う
国
や
地
方
公
共
団
体
の
事

務
（
つ
ま
り
公
務
）
に
関
す
る
情
報
と
い
う
性
質
も

と
こ
ろ
で
、
要
綱
案
の
公
表
前
あ
た
り
か
ら
、
個

人
識
別
型
の
情
報
公
開
条
例
を
め
ぐ
っ
て
；
新
傾
向
"

と
言
う
べ
き
裁
判
例
が
現
れ
て
い
る
。
個
人
識
別
情

報
で
あ
っ
て
も
、
「
私
事
」
を
内
容
と
す
る
「
私
的
」

な
情
報
で
な
け
れ
ば
、
お
よ
そ
個
人
情
報
た
り
え
な

い
（
し
た
が
っ
て
個
人
情
報
の
不
開
示
事
由
に
該
当

し
な
い
）
と
す
る
諸
判
決
で
あ
る
。

問
題
と
な
っ
た
条
例
の
文
言
は
、
個
人
情
報
を
個

人
識
別
性
で
定
義
し
て
お
り
「
私
事
」
な
ど
と
い
っ

た
限
定
を
加
え
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁

闘
―
示
麟
更
の
あ
る
価
人
情
繹
(
―
-
）
近
時
の
判
例
傾
向

持
つ
。
公
務
員
の
職
務
遂
行
に
関
す
る
情
報
は
、
ニ

面
性
を
も
つ
の
で
あ
る
（
出
張
旅
費
計
算
書
や
勤
務

記
録
な
ど
も
同
様
）
。

た
だ
し
書
の
ハ
は
、
公
務
員
の
職
務
遂
行
情
報
の

こ
う
し
た
二
面
性
を
認
め
た
う
え
で
、
公
務
と
し
て

の
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
部
分
は
、
そ
れ
が
政
府
の
諸

活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
公
務
員
個
人

（
肩
書
き
だ
け
で
も
特
定
さ
れ
う
る
）
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
要
請
を
後
退
さ
せ
、
開
示
義
務
が
あ
る
と

い
う
仕
分
け
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
氏
名
は
不
開
示

だ
が
、
職
名
、
職
務
遂
行
内
容
は
開
示
す
る
と
い
う

(
3
)
 

趣
旨
に
た
ち
、
ハ
は
、
「
公
務
員
」
の
「
職
務
の
遂
行

に
係
る
情
報
」
で
あ
っ
て
、
「
当
該
公
務
員
の
職
及
び

当
該
職
務
遂
行
の
内
容
に
係
る
部
分
」
は
、
開
示
す

べ
き
個
人
情
報
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同

様
の
趣
旨
を
明
示
す
る
情
報
公
開
条
例
は
、
ご
く
わ

(
4
)
 

ず
か
で
あ
る
（
な
お
、
氏
名
で
あ
っ
て
も
、
イ
に
該

当
す
る
な
ら
ば
開
示
さ
れ
る
）
。

判
所
は
、
右
の
よ
う
な
解
釈
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、

た
だ
し
書
を
超
え
て
開
示
義
務
を
拡
大
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
食
糧
費
の
相
手
方
た
る
公
務
員
や
民
間
人

の
役
職
・
氏
名
、
特
定
の
県
立
高
校
校
長
に
か
か
る

出
張
旅
費
計
算
書
の
記
載
事
項
（
給
与
を
決
め
る
級

(
6
)
 

号
は
除
く
）
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
で
は
な
い
と
し

て
、
開
示
へ
の
道
を
開
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
判
決
を
念
頭
に
、
条
例
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
型

で
あ
ろ
う
と
個
人
識
別
型
で
あ
ろ
う
と
、
ど
れ
ほ
ど

差
が
あ
る
か
疑
問
だ
と
の
指
摘
さ
え
あ
る
。
三
点
ほ

ど
指
摘
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
各
判
決
が
言
わ
ん
と
す
る
の
は
、
前
述

し
た
情
報
の
た
だ
し
書
ハ
と
似
た
衡
量
判
断
を
す
る

と
、
個
人
の
社
会
的
生
活
に
関
す
る
情
報
の
な
か
に

は
、
た
と
え
個
人
が
特
定
さ
れ
て
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
要
請
の
低
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
第
二
に
、
条
例
が
、
そ
の
よ
う
な
衡
量

判
断
を
予
定
し
た
文
言
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
ま

た
事
実
で
あ
る
。
立
法
者
が
不
開
示
に
す
る
予
定
で

あ
っ
た
個
人
情
報
が
、
そ
の
予
想
を
超
え
た
時
流
の

変
化
の
も
と
で
、
裁
判
所
に
よ
り
開
示
さ
れ
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
第
三
に
、

立
法
者
の
意
図
が
ど
の
よ
う
に
裁
判
所
の
法
律
解
釈

を
拘
束
す
べ
き
か
と
い
う
、
か
な
り
困
難
な
問
題
が

(
7
)
 

こ
こ
に
現
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
自
治
体
が
交
際

費
・
食
料
費
の
相
手
方
の
氏
名
・
役
職
の
全
面
公
開

を
試
み
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、
裁
判
所
が
情
報
公

開
法
に
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
施
す
か
、
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
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個
人
情
報
の
不
開
示
規
定
は
、
自
分
の
個
人
情
報

を
自
分
が
開
示
請
求
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
‘
~
た

と
え
ば
、
自
己
の
内
申
書
や
カ
ル
テ
、
自
分
が
購
入

し
た
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
の
消
防
法
上
の
査
察
状
況
ー

|
変
わ
ら
ず
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

と
も
、
本
人
に
対
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
は
あ
り

え
な
い
か
ら
、
そ
の
規
定
は
丸
ご
と
適
用
さ
れ
な
い

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
（
本
人
に
は
開
示
の
余

地
を
特
に
認
め
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
本
人
開
示
の

肯
定
）
。
圧
倒
的
多
数
の
情
報
公
開
条
例
は
、
前
者
で
運
用

さ
れ
、
本
人
開
示
を
否
定
し
て
い
る
。
情
報
公
開
法

要
綱
案
の
「
考
え
方
」
も
本
人
開
示
を
否
定
し
て
お

り
、
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
情
報
公
開
制
度
（
開

示
請
求
権
制
度
）
と
は
、
み
ん
な
で
共
通
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
情
報
を
対
象
と
す
る
制
度
で
あ
り
（
そ

の
点
で
個
人
情
報
保
護
制
度
と
異
な
る
）
、
第
二
に
、

教
育
・
医
療
情
報
の
よ
う
な
、
本
人
開
示
の
あ
り
方

を
別
途
考
慮
す
べ
き
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
が
あ
る

(8) 

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
筆
者
は
、
立
法
論
で
あ
れ
解
釈
論
で

あ
れ
、
本
人
開
示
を
否
定
す
る
の
に
右
の
二
点
で
は

(
9
)
 

論
拠
不
十
分
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
一
言
で

言
え
ば
、
立
法
上
の
選
択
肢
と
し
て
、
政
府
の
説
明

責
任
を
”
み
ん
な
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
“
だ

け
で
果
た
さ
せ
る
か
、
そ
れ
に
加
え
て
”
自
分
（
自

社
）
だ
け
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
“
を
通
し
て

も
果
た
さ
せ
る
か
（
つ
ま
り
本
人
開
示
•
自
社
開
示
）

自
己
情
報
の
開
示
請
求
の
取
扱
い

と
い
う
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
見
落
と
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
立
法
者
が
な
ぜ
前

者
を
と
る
か
の
説
明
は
、
教
育
・
医
療
情
報
の
存
在

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
（
本
人
開
示
の
求
め
ら
れ

る
典
型
例
で
は
あ
る
が
、
す
べ
て
で
は
な
い
）
。
ま
た
、

ふ
た
つ
選
択
肢
が
あ
る
以
上
、
立
法
者
が
そ
の
選
択

（
本
人
開
示
の
是
非
）
を
法
文
上
明
確
に
し
な
い
と
き

に
、
解
釈
だ
け
で
当
然
に
、
本
人
開
示
の
否
定
を
導

く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

情
報
公
開
法
に
は
本
人
開
示
の
是
非
が
法
文
上
明

(10 

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
文
に
は

明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
立
法
過
程
で
は
明
確
で
あ

っ
た
立
法
者
の
意
図
（
要
綱
案
と
そ
の
「
考
え
方
」

に
お
け
る
本
人
開
示
の
否
定
）
が
、
裁
判
所
の
解
釈

を
拘
束
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
が
こ
こ
に
あ
る
の

で
あ
る
。

(
1
)

開
示
し
て
は
な
ら
な
い
（
そ
の
例
外
と
し
て
、

公
益
の
た
め
の
裁
量
的
開
示
規
定
を
お
い
た
）
と
い

う
見
解
と
、
開
示
す
る
義
務
が
な
い
だ
け
で
、
な
お

裁
量
的
に
開
示
す
る
余
地
は
あ
る
（
公
益
的
裁
量
的

開
示
の
規
定
は
確
認
的
）
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
松

井
茂
記
「
情
報
公
開
法
五
条
L

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
―
五

六
号
四
五
頁
(
-
九
九
九
年
）
参
照
。

(
2
)
『
情
報
公
開
法
制
』
二
三
頁
（
第
一
法
規
•
一

九
九
六
年
）
（
以
下
『
情
報
公
開
法
制
』
）
お
よ
び
宇

賀
克
也
『
情
報
公
開
法
の
理
論
』
一
―
五
頁
（
有
斐

閣
•
一
九
九
八
年
）
（
以
下
『
理
論
』
）
参
照
。

(
3
)

『
情
報
公
開
法
制
』
二
三
頁
（
要
綱
案
の
「
考

え
方
」
）
、
宇
賀
『
理
論
』
一
〇
七
＼
一
―

0
頁
（
部

会
で
の
議
論
状
況
）
を
参
照
。
宇
賀
克
也
『
情
報
公

開
法
の
逐
条
解
説
』
四
八
＼
四
九
頁
（
有
斐
閣
•
一

（
な
か
が
わ
•
た
け
ひ
さ
）

九
九
九
年
）
も
参
照
。

(
4
)

そ
の
例
と
し
て
、
情
報
公
開
部
会
が
参
照
し
た

条
例
に
つ
き
、
宇
賀
『
理
論
』
一
〇
七
頁
を
参
照
。

(
5
)

仙
台
地
判
平
成
八
年
七
月
二
九
日
判
時
一
五

七
五
号
三
一
頁
、
大
阪
地
判
平
成
九
年
三
月
二
五

日
判
例
地
方
自
治
一
六
l

二
号
一
三
頁
を
含
む
、
数
件

の
判
決
が
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
判
決
に
つ
き
、
三
宅
弘

「
情
報
公
開
条
例
訴
訟
の
分
析
」
法
律
時
報
七
一
巻

五
号
一
九
頁
、
三
頁
（
一
九
九
九
年
）
、
松
井
・

前
掲
(
1
)
注
四
八
頁
な
ど
を
参
照
。

(
6
)

千
葉
地
判
平
成
九
年
八
月
六
日
判
例
地
方
自

治
一
七
三
号
六
九
頁
。

(
7
)

こ
の
問
題
一
般
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ト
ニ
ン
・

ス
カ
リ
ア
（
中
川
丈
久
訳
・
解
題
）
「
法
律
解
釈
に

お
け
る
立
法
史
の
利
用
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

―
二
九
号
七
七
頁
（
一
九
九
八
年
）
参
照
。

(
8
)

『
情
報
公
開
法
制
』
四
八

1
四
九
頁
、
宇
賀
『
理

論
』
一
―
二

1
-
―
五
頁
。

(
9
)

中
川
丈
久
「
情
報
公
開
制
度
に
お
け
る
本
人
開

示
に
つ
い
て
（
上
）
（
下
）
」
自
治
研
究
七
四
巻
七
号
、

六
七
頁
、
八
号
五
四
頁
（
一
九
九
八
年
）
。

(10)

情
報
公
開
法
五
条
各
号
の
不
開
示
事
由
は
、
要

綱
案
と
は
異
な
り
「
公
に
す
る
こ
と
」
に
よ
る
支
障

と
い
う
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
開
示

11
「
公
に
す
る
こ
と
」
と
読
め
ば
、
本
人
開
示
は
否

定
さ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
「
公
に
す
る
こ
と
」
で
支

障
が
あ
っ
て
も
、
当
該
請
求
人
に
だ
け
開
示
す
る
な

ら
支
障
は
な
い
場
面
は
、
原
則
に
戻
っ
て
開
示
義
務

が
あ
る
と
も
読
め
そ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
本
人

開
示
で
問
題
と
な
る
個
人
識
別
情
報
に
つ
い
て
、
五

条
一
号
に
は
「
公
に
す
る
こ
と
」
と
い
う
文
言
は
な

4ヽ

0
し
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